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= (T-T) ( F×Ft F )

= ( M -A ) (M+ A) ×B
2 「3 が麺因数

一見複雑 そう な問題
= F { IF)

2
- (F)

2

} = Fe ( 7- 5 ) は 共通国姜丈が Point
= 2B であること が多い 」
→

つに 3 つ( t 1 = 0

x -_-
いた
一

河
=堊

×
2 × 1

各組の 中央 は 20 ・ 21番目 で その平均が 中央値

① 20番目 を 5点
、 21番目 を 外 とする と 5

=
45 → っに 4 となり

2 1 番目 の 方 が小さくなり 不適 。 X

② 高得点 から 20番目 が 同じ場合 、 あり得る 。 ○

B平均③
rengg.io

A最高
の よろに 加わると、 平均点 は 上がるので X8

A最低

④ A組 20人が 10点 の 場合
、
上位 21番目 が 0 でも

中央値 は 5 と なり 4.5 にならない 。

よって 20番目 が 10点 で は 成立しない 。 ○
② ・ ④
一井



A
☒ BD = 1辺 2 の 正方形 BCDE の 対角線 なので 2た

E

△ ABD で 頂点 A からの垂線 との交点 をG とする と
B

c
D

△ABGで

2
-
A

なので AG=FF
BinTG

正八面体 の体積は
立体A -BCDE

7 体積 = 底面積 × 高さ
← 下粉 も

底面 BCDE × 高さ AG× ず E. ある。
「 ん
これらの辺の長さを求める !

= 2 × 2 × には × 2 =韭✗ そのための 切断面△ABD

、

① BD= CD より △ DBC の 2つ の 底角 が等しくなって
② 7
ー
、

く DBC = <DCB = 36 °

-

② △ DBC で 外角の性質 より ③を40 つ
、週

< ADB = < DCB t < DBC = 72 °

③ < AO B は 石に対する 中心角 であり

その 円周角 <ADB の 2倍の大きさと なる 。

図形 の性質 は
i. < AOB = 72

°
× 2 = 144

°

孝文科書 の うら表紙などで→
おさえて使えるように

しておこう b
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(1) B (3 , 3) が gaが上 なので

3 = 99 → 9=お
ーー、

B ( 3 、 3 ) が よ おつけ b上なので ( 3 、
3 )

に、約
3 = が 3 + b → b = 2
→

(2) y = jが と y = ずっ( +2 の 交点 の うち つ(座本票が 負 の とき が A である 。

{ よす
っに

y _ j 、+2
→ がたが +2

した 3水が2 ) = 0
A (- 2 、 約

)に 3
,
- 2 rect

7につい6=0

(3) 2 つ の 直角三角形 は合同 なので

D の つ(座標 は 、 -2-3=-5

i. D (-5 、 が )
-

( 3 、 3 )

C ( O
.
ft ( 3-4 ) ) = c ( 0 . )

ふ事 は
、 B とA の

に )=パーツ ・一

轣嗟○
'

8

(4) I jy
「 が 8ぽ ー ( ろぼ× も × 2) - ( 5×斑 ×2 )

21

J 208 63
△ るこ) =

す 一方 姿 = 40
と
3 人 5

-1
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州
の x

→し
、 8 /

1辺の長さ を つ( とすると
、

△ ABH で

三平方 の定理 を用い て 、

AH
2
= A B

2
+ BH

2

( x t 2 )
2
= 7(

2
+ 8 2 (3 ) △ ADE と △GCE で

↳ 解くと つに 1 5 15/-4 DE iCE = AD : GC
= 15:10 = 3 i 2

•
w

(
GC = HG - ( BC- BH )

(2)

J
= 17-(15-8) = N )

i DE = 15 ×f = 9

○ A
は
LD

q
AE = V15.4-a2

△ AHG は HA = HG の = PTE
E

二等辺三角形 となる 。 = 3河4
< DAE = < EGC ( AD/ BC の錯角 ) nest

( 響長三籙轡㔟籥崱 )
等しく なる 。

-

折り返し 問題 は 、
i GH = AH = AF + FH

= 1 5 + 2 = Many 等しい 角 の発見

による 新たな三角形
への 視点変更 が

不可欠 b
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③

① ②

(1) つ( i 1 0 0 g の価格 A . . . 比例定姜文
とすると

、 y 二つ( t a ( t- 100 ) となる 。

y 、 、 、 購入価格 t 、 、 、 重 さ

問題文 ① より た 112 、 y = 8880 を代入 し
8880 = つけ 129 、

② より た 134,8=14160 14160 txt 349)
e。 a = 240

代入
以上より 100g の価格 は

、
6 000 円 x = 6 000-

(2) ( 1 ) を整理 する と Y = 6000 +240 ( t- 100)

y = 1 8000 を代入 し 18000=6000+240七 一 24000

240七 = 36000 七 = 150 150 g
→

(3) B社の場合 比例定数 を AB とする と
、 Y = な となる 。

た 100 , y = 7500 を代入 し 、 7500 = AB (
100 )

2

dB = E i よも ピ

(i) 1 00 g以下 の場合

A社 、 、 、 問題文 ③ と 比例定数 を AA と ( 1 ) より

y = 6000 , た 100 を代入し 6000 = AA × 100 → AA = 6 0 i y = 60 t

価格 が A社 = B社 なので

60七 = 事で を解い て
、
t ( t - 80 ) = 0 80 8。

(ii) 100 g以上 の場合 (2 ) より A社 = 6000-1240 (t - 100 )

= 240 t - 1 80 0 0

i. 240 t - 1 8000 = もも を解い て
、 (t - 200 )( t - 120) = 0

t = 1 20
、
200 1 20g 、

200g

以上より 80g 、 1 20 g ,
200 g
-
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F

(1) 1つ 1 つ の 三角形 は 直角三角形

なので △ AOE は D

DA i AO : OD = 1 : 2:53 。

E は しし Bm
円 A の粁圣 を A と する と

、

2は 、
OE = 3F より

EA = OE - AO

VA = 3F - NA i
.
△0 AB = △ 0ADX 2 = DA × OD × I × 2

Ft = F となる 。
= TA ×BrA × を × 2

= F × RE × I × 2 = 6B
→

F じ烈。

面積 B
(2) 戒 = 〒

-jp - B - TAI- a ) の面積が

。 。
。 1 20

0

=
た ( 3が淵 一 (たに坂砦 ) × 2 - 6B

= 9た -4た -6「3 = 5た 6時
-

☒ 予測 は大事 ! 半径 と 接線 は

△ 0AB は 正三角形 かな ? 垂直 に交わる から

直角三角形 を使うかな ?
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(I) X = 4 のとき A = 4 atb つ( = Ctd 孔 に代入して

Y= 5 は奇数なので b = 3
4t 3 つに 2 - 3 つ(

Z = 2 のとき C = 2 6 つ( = - 2

W = 4 は 素数では ないので d = - b 1
= - 3 →

(2) ( D - d ) つに C -a

c- a 1
つ( = -

わせ
= O は C = A のとき なの で Tb = -6

→

(3) つに 4 の とき A +4 b = C+ 4d 。 つまり CA が b - d の 4倍のとき

4 b - 4d = C -a of 解は つに 4 となる 。

4 ( b - d ) = C -a

(i) d : 素数 のとき ( d = 2.3.5 の とき ) (ii) di 素数 でない とき ( d = 1.4.6 )

b - d = b - C b + 1 ) = - 1 と なり b - d = b - C- b ) = 2 b

b は 1 ~ 6 どれ でも - 1 となる 。

o Yが 奇数 の とき

3 × 6 = 18通り
の 「 4 ( b-d ) = 4× 2 b

2.3.5の 1 ~ 6 の = 4 × 6
3通り 6通り

= 24

その とき CA = 4 × (t ) =
-4

C - A = 24 となる
となるの は (a 、 C ) = ( 1 , 5)

( 2 , 6 )
の 2通り A . C は存在しない 。

以上 から (i) では 18× 2 = 36通り 。 Yが偶数のとき

4( b-d ) = 4× 4

= 1 6

(i) (ii) より A . b . C . d の 出目 の総数 C -A = 1 6 となる

が 64 通り なの で T = 求
一/

A . Cは存在 しない 。


